
東北地方太平洋沖地震の被災状況等と道路の役割について

（平成23年3月11日発生 マグニチュード 9.0）

１．被災状況
（平成２３年４月６日現在）

通行止め区間総数

高速道路 １５路線

直轄国道 ６６区間

都道府県等管理国道 ９５区間

都道府県道等 ５０１区間

２．復旧の経緯

発災後 1日 東北道・国道４号 緊急輸送路として機能確保

くしの歯型（東西方向国道）ルートを11ルート確保（11/16）

発災後 ４日 くしの歯型（東西方向国道）ルートを概ね確保 (15/16)

発災後 ７日 国道４５号の啓開作業を概ね完了

発災後１３日 東北道全線 一般開放

発災後２１日 常磐道全線 一般開放（原発規制区間除く）

３．三陸縦貫自動車道の状況

・部分的に供用していた三陸縦貫自動車は、津波浸水地域を回避するル

ートであったことから、損傷がほとんどなく、迂回路や緊急輸送路等

で大きな役割を発揮

４．震災による全国の道路交通状況への影響

・今回の地震は、東北地方のみならず、全国各地の経済社会活動に大き

な影響

・東日本の交通状況を発災後１週間で見ると、東北・関東間の道路網の

機能が制限される中で、日本海側の北陸道や関越道、直轄国道の交通

量が増加するなど、迂回ルートが重要な役割を担った可能性が大きい
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東北地方太平洋沖地震における道路の被災状況について

○通行止め路線数・区間数

被災総数※ ４月６日現在

高速道路 １５路線 １路線

直轄国道 ６６区間 １７区間

都道府県等管理国道 ９５区間 ２８区間

都道府県道等 ５０１区間 ２３１区間

※4月6日現在

○被災の特徴

（１）高速道路

東北地方から関東地方にわたる広い範囲で、路面亀裂、段差

発生等の損傷が各所で発生。橋梁構造物に関しては、落橋、倒

壊等の大規模な損傷はなかったものの、支承やジョイント部の

損傷が多数の橋梁で発生。

（２）直轄国道

津波により、太平洋沿岸の国道４５号において、５橋梁の橋

げたが流出。

（このほか、国道４５号、国道６号において広範囲に、冠水、

がれき等の堆積が発生。）

（３）地方自治体管理道路

津波等により、太平洋岸各地において、１２橋梁が落橋及び

流出。また、段差、亀裂、小規模崩落等の被災は極めて多数。

現在その把握に努めており、一部情報を蓄積しつつあるが、現

段階で、被災箇所数や被災額の全体像を把握するには至ってい

ない。
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